ホふ义射 + フルワイド床暖房溫風で、 
屋を^>地よ<暖房します。 


'体の;5まで 


_ ンわり暖房。 

塵の冠廈ムラを抑えまず。 


遠ホふく射 


サーキュレーション短風 


室温がま定ずると、 

遠赤外瞭によるふく射熱で、 
じんわ0身体のおまで 
暖めまず。 


がを巧し口空:画かろ吗歸 p ' l で 
諸早ぐ J のブルに曙奶巧。 





フルワイド巧暖房温風 


适ホふくが 


吹き出し□全面から 
ワイドに温風を < 
足もとから \ 

吹さ出し、 

低く遠くまで 
暖かさを 
お届けしまず。 




义時のにぉぃ 

吸着して、においを働*しまず。 

シの觀 R イナスイオンによるお見をマイナスイオンサインで蜘5せします。… 


マイナスイオン発生の仕組み 


遠ホモードとちマイナスイオン発生 

イオン消臭やすらざ暖房 


やすらぎ暖房 


マイナスイオンを 


窃洁西に柔はて 



マイナスイオンを 





:.'も'.，馨，嫌譯 
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取巧説明書 I 麵別添付 I 

石油遠 ホヒーター 

ロロロ S A J-F3 8 A 

〔強制通気お開放式石油ストープ） 

このたびは、お買い上げいただき、まことにありがとうござ 
いました。ご使用の前にこの取扱説明書と保証書をよくお読 
みのラえ、ご家族全員で安全に正しくお使いください。 
お読みになった後、「保証書」とともに大切に保をし、必要な 
ときにお役立てください。 

保証書は r お買い上げ日•販売店名」などの記入を必ず確かめ、 
販売店か5お受け取りください。 



r ■么危険11么警告 

















































































ずお守りください^ 


巧にを意していただをたいこと 

お使いになる人や他の人への危害-物的損害を未然に防止するため、必ずお守りいただくことを、次のように 
説明していまず。 

■表示内容を無視して誤った使い方をしたとをに生じるな害や損害の程度を、次の表示で区分し、説明していまず。 


A この表示の欄は、 r 人が死 t または重傷を負う危:険、または乂災の危険が 

IBW 切迫して生じることが想定される」内容でず。 


A ちこの表示の欄は、「人が死 t または重傷などを負ラ可能性、または火災の 
H * 口 可能性が想定される」内容でず。 

A この表示の欄は、「人が傷害を負う可能性や物的損書の発生び想定される」 

ハ\ 内容でず。 


お守りいただく内容の種類を、巧の給表示で区分し、説明していまず。 


この絵表示は、してはいけない「禁止 J 内容でず。 

〇處搞 この絵表示は、必ず実行していただく「指示」巧容です。 


A 危が DMe 


A 警告 (WARNING) 


ガソリン厳禁 


KEROSENE ONLY 
ガソリン厳禁 


•ガソリン、混合油（農機 
具用）など揮発性の高い 
油は、絶対に使用しない 
で < ださい。 

火災の原因になります。 
口油 （ J 旧1号な油）を 
使用して < ださい。 


ご使用中 


I 換気必要 


© 



時問に\ 
1〜呂回 
(1 〜2分) 

,巧巧ずるノ 


■スプレー宙厳禁 


• 換気せずに使用しつづけないで 
ください。酸素が不足すると、 
不完全燃焼し、一酸化炭素など 
び発生して中毒になるおそれび 
V あります。 

また、乳幼馆や呼聴器疾患などの 
/かたは、体調不良になるおそれび 
あ0ます。 

• 窓の凍結や地下室など換気び十 
分に行えない場所では、使巧し 
__ないでください。_ 

■寝るとを消义 


Q 



〇如 


殺虫剤などのスプレー生を 
温風のあたるところに絶対 
に放置しないでください。 
熱でスプレー吿の圧力が上 
がり、爆発し、危険でず。 


•寝るとをやが出するときは、 
ぶ^ず消乂して < ださい。 
予想しない事故が発生ずる 
おそれがありまず。 


A 警告 (WARNING) 

ご使用中 


I 温風吹出□をふさびない 


0 



I 衣類、紙などで温風吹出□や前面ガード、 
空気取入□をふさがないで<ださい。 

巧類、紙などでふをぐと、異常燃焼や乂が 
の原因になりまず。 


I 可燃性ガス使用厳禁 


0 



石油遠ホヒーターを使用している 
部屋で、巧燃性ガスび発生するも 
の（ベンジン、シンナー）や、ス 
プレーを使用しないでください。 
乂災や故積の原因にな0まず。 


■電源コード•電源プラグを傷めない 

0 

f 巧ばる、ねじる、引っ張るなど無理な力を加え、 
たり、高温部に近づけたり、重い物を乗せたり、' 
束ねたまま使用しないで<ださい。 

また、里源プラグを抜くときはコードを持って^ 
、引き抜かないでください。 I 

•傷んだまま使用ずると、火災や感電の原因 
になりまず。 

♦コードやプラグの修理は、販売店にご相談 
ください。 

■コンセントや配線器具の定格を超 
える使いちや、交流100 V 1 U がで 
の使用はしない 


■めれた手で電源プラグの巧を差し 
はしない . 


めれ手禁止 


置 


感電の原因になります。 


I 電源プラグのお手入れをずる 


0 



〇 


•ときどき、フラグを巧きほこり等 
を乾いた布でふさとつてください。 
•フラグにほこり等びたまると、湿 
気等で絶縁不良となり、乂災の原 
因にな0まず。 


♦たこ足配線等で、定格を超えると、発熱に 
よる乂災の原因になりまず。 

I 里源プラグは確実に差し込む 




巧いた巧 


〇 



I デジタル表示部に 「 H 目 3 J と 
ま示した5、使用しない 


Q 


I 異常漁巧し、乂災の原因になりまず。 
>販売店へご連絡ください。 


♦ プラグはコンセントに根元まで差し込んで 
ください。また、傷んだプラグ•ゆるんだ 
コンセントは使用しないでください。 
♦差し込みが不完全ですと、感電や発熱によ 
る乂災の原因になりまず。 


回画 











■給油時消乂 

風蠻 


給油は必ず消乂 i 
してから巧って： 
<ださい。 1 
乂災のおそれが； 
ありまず。 I 


A 注意に AUTION) 


給組 


I 油漏れ確認 


〇 


>給油口□をは正しく、確実 
に締めてください。 

>口金を斜めに締めたりずる 
と、簡単に口金ががれて、 
乂災のおそれがあります。 

>給油ロロ金を下にして、油漏 
れがないことを確かめてく 
ださい。 


■居室内給油 
禁止-給油 
時义気禁止 

® な'爲 


I 凶脚 

給油は必ず居室が 
の乂の気のないと 
ころで巧ってくだ 
をい。 

乂がのおそれがあ 
りまず。 


I を質した 
持ち越し巧油 
使用厳禁 


Q 


持ち越した巧油、 
灼■油切がの油、 
か、ゴミが混入 
したな油などは 
使用しない。 

異常燃焼や故障 
の原因になるお 
テれがあります。 


I 可燃物から離す 


〇 


100 cmiy 上 


1 5 cmm ± < 


が 卡 15cm じ Ub 
• 一 ►IBcmULh 


'100cmlU± 


ふすまや障子などの可燃物から 
上記の距離をと5ないと火災の 
おそれがありまず。 


I 次の場所では使わない 


ほ用ずる場所 

■スプレーやイヒ学薬品を 
使用ずる場所で使わない 
(理•美容院、クリーニ 
ング店、メツキ、塗装、 
脱脂、洗浄工場など） 


0 


フ□ンガスや塩素系溶剤は有毒 
なガスの発生により、健康を害 
することになります。また、鏡 
やガラスなどを傷め、金属がさ 
びたり、媒維製品の変色、損傷、 
器具の故障の原因になることび 
あ0まず。 


0 


I 高地（標高 1 己 00 m 
む上）使用禁止 


0 


不完全燃焼ずるおそれげあ 
0ます。空気濃度び薄いの 
で、正常燃焼の確認と換気 
にミ主意してください。 


水平でない場所、不を定な場所 
不巧定な物を乗せた棚などの下 
風のあたる場巧や部屋の出入口、屋が 
可燃性ガスの発生する場所•たまる場所 
人のいない場所(温室、飼育室など） 


乂災の原因になることがあります。 


• マントルピースなど石油遠赤 I 
ヒーターが囲われる場所 
♦ ほこり、湿気、金属粉のをい場所 
♦ 超音波加湿機を使用している 
部屋 

♦ 

不完全燃焼の原因になることがあ0ます。 


I 直射日光があたる場所 


給油タンク内の空気が膨張 
し、口油があふれ出て、油 
漏れの原因になることびあ 
0ます。 




特におテさまやお年奋りなどのご自分で操作でき 
ないちが使用ずるときは、周囲の人が十分ミ主意し 
て < ださい。 


■ふく射熱に長時間あた6ない 

0 

♦ふく射熟に長時間あたると、低温やけどや脱 
か症状になるおそれがあります。 


r 低温やけど」について 


♦比较的おい湿度 （40 で〜目〇で）でも長時間 
皮ふの同じ所が熱せ5れると、熱い、痛いな 
為®けよくても低温やけどのおそれ 
びあ0ます。 

♦次のよラな方は特にごま意を！ 

•乳幼児、お年寄り、皮ふの器いち 
•眼気を誘う薬（睡眠薬、かぜ薬など）を服用 
された方 

•深酒•疲労の激しし、方 


I 温風に直接長時間 
あたらない 


0 




I 低温やけどや脱水症状になるおそれがあります。 
I 温風を直接吸い込まないでください。 

気分が悪くなる原因になることがありまず。 


接触禁止 


活面吹出 □ 


♦燃焼中ゃ消乂直をは、湿風吹出口に手などふれ 
たり、巧部に手を入れたりしないでください。 
やけどのおそれがあ D まず。 


I 温風吹出口に異物を入れたり、 
放置したりしない 


0 


苟ブ參話 ィタ- 

' 温風吹出□や吹出□内部に紙、布、プラスチ ツ 
クや、マッチ、ガスライターなどを入れたり、 
放置したりしないでください。 

発义や破裂の原因になります。 


ご tt 用中 


I カーテン、可燃物近接禁止 


0 


カーテン 




•カーテンやを類•ふとんなど燃えやすいものの 
そばでは使用しないでください。 

火災のおそれがありまず。 

タイマー予約ずるときも、可燃物がそばにない 
か確認してください。 


I 異常時使用禁止 

0焉- 



♦ずすの発生、におい、炎の色など異常を感じた 
ときや油漏れがあつたとをは使用しないでく 
ださい。 

異常燃焼のおそれがありまず。 

運起スイッチを「切」にし、電源プラグを抜き、 
お買い上げの販売店へご達絡ください。 


A 注意に AUTION) 


















■電源プラグを抜いて 
消乂しない 

iTN 国心 


0 


A 注意 (CAUTION) 


ご巧用にごし、て 

■水をかけたり、重いちの 
&乗せなぃ靜 

0 ^ I 



I 持ち運ぶときは义を 
消して給油タンクを巧く 


〇 



I 消乂お、送風が止まるまで蜜源 
ブラグを巧かないでください。 
温風空気取入口や天板び高温に 
なり、やけどや故障の原因とな 
りまず。また、強いにおいびで 
る原因になりまず。 


I ♦水の入った容器や物を上に乗せない 
でください。水び内部に入ると感電 
や故障の原因になることびあります。 

1♦本体の上に乗5ないでください。 
1天板がへこんだり、やけどのお 
I それがあります。 


I 石油遠ホヒーターを使用している部屋では 
シリコーンを使わない く 


0 



傾けないように静かに運んで 
ください。特に階段などでは 
油漏れのおそれびありまず。 
引っ越し萬の運搬時は必ず'灯 
ミ由をおき、傾けたり、横倒しの 
が態で運搬しないでください。 

■熱に弱い巧面には 
マットなどを敷く 


〇 


♦本体おくでシリコーン配合の枝毛用コート液-化粧品-つや出し剤 
などは使用しないでください。燃焼部にシリコーン酸化物が付着し 
、異常燃焼や点乂ミス、途中消火の原因になることがありまず。 

( シリコーン配合の商品には下記のようなものびあります。 、 

ヘアケア商品（ヘアートリトメント、ムース、巧毛用コート液） 

\ガラスクリーナー、制汗剤、力ーワックス、化学ぞうきんなどノ 


•熱に弱い材質の床面は変色、ヒ 
ビ割れ、そり返りなどが発生す 
ることがありまず。また、ほこり 
やたばこの煙などで変色ずるこ 
ともあります。保護のため熱に 
強いマツトなどを敷いてください。 


ほこりの除去 


〇 


点巧-お手入れ-廃棄 

■廃棄ずるときは 11 

! 口油を巧く 


が巧*温風空気戸ムく ^ y ii 
取乂 □フィルター 

►燃焼•温風空気取入□フィルタ I 
一は、過1回な上必ず掃除して 
<ださい。ごみ、ほこ0などで 
フィルターびつまると、異常燃 
焼のおそれびありまず。 

■保管時はな油を巧く 


〇 


〇 


>本がを廃棄処分ずるときは、がず給 i 
油タンク、油受 nn 巧の巧油を市販 I 
①給油ポンフ等で巧き取ってくだ i 
さい。 (a 矿2目べ-ジ）灯[油が入った 
まま廃棄するとリサイクルの際思 I 
わめ事故になるおそれがありまず。: 

■お手入れずるとをは 
本体が冷えた後、 

電源プラグを巧いて 
か5行ラ 


■分解修理-改造の禁止 

分解禁止 

I 改造して使用しないでください。 

I 修理技術者ながの人は絶巧に分 
解、修理は行わないでください。 

I 故障、破損したら、使用しない 
で < ださい。異常燃焼や火災の 
原因になることがあります。 

■長期間使用しないとさ 
は電源プラグを巧く 


>保管ずるとさや長時間使巧しな 
いときは、必ず'灯油を抜いてく 
ださい。 （0^28 ぺージ） 
傾けてたり、横倒しのが態では 
保管しないでください。油漏れ 
や乂がのおそれびあります。 


运 


處 

崔源プラグ 
を抜く 


蜜源プラグ 
を巧く 

♦感雷-やけどの原因になること 
がありまず。 


♦ 乂災や予想しない事故のおそれ 
がありまず。 


各 pR のなまス 


據啟 


矿面) 


7イナスイオンサイン_ 
•マイナスイオン発を時に扁灯, 

上ぶた- 

表示部•操作部 — P 

上吹出口- 戸^ 

とって_和！ 

前面ガードー H — It - 


燃焼確認窓- 
ルー バ —— 
キャビネッ I 


給油タンクとつて- 
-給油タンク- 


電源プラグ 


コードホルダー 


室温センヴー 


け t 属品3 


遠赤パネルランフ 


•温風吹出口 


パンド 
給油ロロ金 




-油置計 


>パッキン儒) 

’ X •給油ロロ金の 
巧におるか確 
投してくださ 
、い。 


給油□□金 
-□金八ンドル 




7イナスイオンとは 


参マイナスイオンは森林や 
滝など自然界の憩いの場 
所に豊富に存在しまず。 
空気中でマイナスの電気 
を帯びた超微粒子をマイ 
ナスイオンといいまず。 


燃焼•溫風空気巧入口 


送風フアン 

コードホルター 
差し込み穴 

スぺ—ヴー 


本体が壁に密着しないよラに、スぺ ーヴー 
を図のよラにして、お使いください。 
スぺ— ヴ—は 取りがさないでください。 


吸腳^ースポ仆 

※お手入れのときに必要ですので、なく 
さないよラ保管してください。 

※使用しないとをは、コードホルダー差 
し么み巧に引っかけておいてください。 


お願い （ Ncmc 口】 


本体をひきず！5ないでください。 

床面、畳、じゅラたんなどを傷つけたり、本体底面の 
塗装びはがれて、さびの原因になることがあります。 













る巧のなまえとはた 5 を 


表示部 
操作部 


表示部は説明のため、全部表示したらのです。実際の運乾のときは該当部分び表示されまず。 


目 C0 ポタン•ランプ 


•eco 運乾の開始、取り消 
しに。 

(厮 17 ぺージ） 

C 点灯 ) : 0 CO 運転中。 

• 3 秒間巧すと時刻合わせに 
な 0 ます。 

( 0 ^ 1 日ぺージ） 


暖房モードポタン•ランプ 


ボタンを巧すごとに 
r 自動」 • 惜ホ」 • 「温風」モ—ド 
に切り換わりまず。 

(豚1日ぺージ） 

♦自動ランプ 

( 点な ) : r 自軌モードで運転 
しているとを。 

•遠赤ランフ 

( 点巧) :惜就モードで運お 
しているとを。 

•温風ランフ 

( 点 • の : r 湿風」モードで運転 
しているとを。 


給油ランプ（交ぎランプ) 


[ 点巧）：油切れず告。 

( 給油タンクが空のが態） 
( 励 13 ぺージ） 

日秒間 

〇 ): 消乂が近いとき、または 
巧切れ消乂時。 

巧切れ消乂時はデジタル 
表示部に rui 3 j を表お。 
( 厭 22 ページ） 

10 秒間 I 


谊赤八ワーランプ 


•遠ホパワーランプ 

憎赤 J モードで運乾しているとき、 
ran 、 「中」、巧引で遠赤パワーを 
表恥 

E 1 または吐 J で階」、「中」、「弱」 
に切り換えちれます。 


温度/这赤パワー 
タイマー蘭節ポタン 


時計の時刻合わせ、遠赤パワー 
の調節、温度調節 • タイマー予約 
の時刻合わせに。 

( 殿 10 、 1 目、 17 、 18 ぺージ） 


巧稻スイッチ 
運乾ランプ 


運お開始 (点火 )、消火 
するとさに。 

( 0 ^ 14 、 1 己ぺージ） 

運転中 

〇 ): 故障•異常時 
ora : 停止中 



設定溫度/時 室内温度/分 


あ囲圓 I 副 


ク u — ニングポタン 


クリーニング（か S 焼を）の 
とさに使用。 

([^ 2 巨ぺージ） 


• マイナスイオンサインび点な 
中に 3 砂間巧ずとマイナスイ 
オンサインを消巧でをまず。 

( 厭 14 ぺージ） 


タイマーポタン • 
ランプ 


タイマー予約の開始、取り 
消しに。 

( 陳 18 、 19 ページ） 

C 点灯 ) : タイマー予約 . 

タイマー運おや 0 

(KM ) :タイマー運おの 
終了予告。 


10 秒間 


残油ランプ 
(文宇ランプ） 


( 点な）：ミ由切れ消火ま 
での運輯時間 
のめやずをデ 
ジタル表示部 
に表示。 

dE ): 給油をお知ら 
せずるプザー 
が鳴っている 
とを。 

( 0^1 3 ぺージ） 


換気ランプ 
(文宇ランプ） 


室巧の換気び怒要 
なとを、不完全燃 
焼防止装置び慟 < 

と湿蚕） 

自動消乂しまず。 


デジタル表示が 


> 運転スイツチ「入 ]— 設定温度と室内温度を表示。 

I 運転スイツチ「切」一現在時刻を表示。 

:( コ □ ン）が点滅。 

• チャイルド □ ツク時一に。を表示 
I タイマー予約時 —— 設定時刻を表示。 ( 約 10 砂間 ) 
>給油タンクの残星が 

少なくなつたとき一残りの運転時間のめやすを 
表巧。 

/かな < とち表示時間 ];( 上燃、 
I おしまず。 ( 0 ^ 1 3 ぺージ ）/ 

> 故障-異常時 - 自己診断表示記号を表示。 

( 励 22 、 23 ぺージ） 



f スピード席义ポタン • 
ランプ 


点乂時間を早めたい 
とさに。 

(豚2日ページ） 

(gg ): スピード点 
义をセット 
したとを 


3 時間延長ポタン 
ランプ 


• 運乾を継続•延長ずると 
をに。 15 ぺージ） 

消し忘れ消义装置 
による消乂の予告。 
( ピ ピッピピッ ) 

1 〇抄間 

C 点な ) : 自動消乂中。 

♦ 3 秒間押ずと、チヤイル 
ドロックになりまず。 
( 獻 1 目ぺージ） 




































ご便用前の準備 

点义ずる前の準備と巧認 

1石汹遠赤ヒーターを取り出ず 

I •各部の包装部材を全て取り除きます。詳しくは、箱上面の「開こんのしかた」をお読みください。 

う夕のことは、工場での燃焼テストによるもので、異常ではありません。^ 
• 油受皿に少量の灯油が残っている。 

• 給油フイルターがめれている。 

I •温風吹出口より見える燃焼筒〔炎をかこんでいる筒）び変色している。， 

?水平を確認ずる 

^ ♦水平で丈夫な巧面に設置してくださし、。 f — ^ご^ 

3 参水平でないときは、水平な場前こ移動ずる。 

電源プラグをコンセントに是し込む-1 j , 

• コードホルダーを開き、電源コードをのばして差し込む。 うク^ 

要源コードを束ねたままにしないでください。 交流10 ov し戈房^-;"""^^ 

•電源プラグをコンセントに差し込むと、デジタル表示部に 「 U 10 J と表示し、運転ランプび点滅ずること 
がありまずび、運転スイッチが「入」になっていたためで、異常ではありません。 

運乾スイッチを押して、「切」にしてください。デジタル表示部がになり、運転ランフび消なします。 

ご使用前の準備 

B き計の合わせかた 


技をが/巧_ $巧が/が 城なホバヮ -M 


□图口日 a 匡巧.•國阻田に □ 



タイマ—腑 


2 


ご 

eco| を3移)間押ず 


離説 


こ J または [+1 を押し、 
時刻を合わせる 

• 時計を進めるとさは居]を巧し、 

もどずとさは日を巧ず。 

• 1回押すごとに1分単位でをねります。 
•押し続けると、10分単位でをゎりまず。 


3 eco 

離縣 


を巧す 


デジタル表示部 

\|ハ 1/ , \1/\1 / 

/ I V I 、 • / I \/ I \ 


cs ••に'幻 
百豆••白な 

頤；题 


•巧)めて使用するときや、 
電源プラグをコンセント 
からあさ再度差し込んだ 
とを点滅します。 


最初、午前5時00分が点灯 
します。 

♦ 一 

〈現なの時刻が 
午お3時30分の場合〉 


• デジタル表示部のコロンが 
点滅し、時計が動きまず。 


側 ipia 

• 電源プラグをおくと、再度時計の時刻含わせをやりなおす必要びありまず。 
•夜中の12時の場合、表おは [ GI .. 医なでず。 

m 


ご使用前の準備 

巧用燃料について 

燃料は必ず口油 ( J 旧1号口油)を使用してくださし、。 


么ち巧 (DANGER) 


ガソリン厳禁 


(§) 

ガソリン饭禁 


ガソリン、混合油（農機具用）など揮発性の 
高い油は、絶对に使用しないで<ださい。 
乂災の原因になります。 


灯油とガソリンの見分けかた 


指先につけ息を吹きかける。 

(乂の気のない巧で行ってください。） 


灯油は If ガソ U ンは 
めれたまま I しすぐ乾ぐ 


' 区別がつをに < いとをは、お買い上げ’ 
，の燃料店にお問い台わせください。， 



A を意に AUTI0N) 


を質灯巧-不純な油は使わない 


0 


を質した持ち越し巧油 
使用厳禁 


•異常燃焼や故障の原因になることびあります。 

変質灯油 

•古い打油（昨シーズンより持ち越したな油） 

♦ 曰光の当たる場所、高温の場所で長期間保管した:な油。 

/特に乳白色のポリ容器や容器のふたをあけて^ 
V 長期間保管したちのは変質します。 I 

極度に変質したちのは黄色昧びかったり 、I 
酸っぱい臭いがします。 


♦点火しにくくなったり、白煙が出ます。 

♦消火時のにおいが強くなったり、点乂しても 
ずぐ消えた0、暖まらないよラにな0まず。 
•燃焼が悪くなり、においがしたりして、安全 
装置が作動しまず。 

不抑巧油 

•なミ由政がの油（てんぶら油や機械油、重油、 
ガソリン、シンナー)などがほんのねずかでも 
混入した好油。 

•水やごみ、ドラム宙のさびなどが、混入した'灯油。 
♦ な油水な剤や助燃剤を添加したな油。 


万一変質灯油や不純灯油を使用したときの処置 

不良な油を除き、給油タンク、油受皿の巧部をきれいな打油で洗い、クリーニング（か5焼き）をして 
からご使用ください。に目ぺージ「クリーニング（か5焼き）」） 

それでち効果のないときは、お賈い上げの販売店にご相談ください。（分解•点橫が必要でず） 

な油の廃棄化分は、巧油をお貿い巧めになった販売店にご相談ください。 

を質な油、不純な油び原因でサービスを依頼されたときは、保詔期間中でち 
保証の対をかとなりまず。 


巧油の保管のしかた 


火気、雨水、ごみ、高温及び直射日光を避けた場所にがず保管ずる 


参 I な油は翌シーズンに持ち越さない。 

シーズン終了前に使いきってください。 
•'灯油は直射日光を避け、青やホなど着色された 
ポリ容器（巧袖巧）で保管してください。 

ポリ容器のふたは確実にしめてください。 


ポリ容器に雨水び 
かからないよラに。 
ポリ容器の巧油に水 
び混入し、燃焼不良 
の原因になります。 


同. 

良い保管 


かぶ 

顿 二 

悪い保管 














c 巧用前の準備 

給油のしかた 

_必ず消义してから行ってください。_ 

1 給油タンクを巧り出し、 

逆をにし、口金をはずす 

r 7 v ：7 もレ付給丽補预病し雨つ 

①口を A ンドルをにぎり、⑤ム印と「開く」の▽印を台わせ、 
下へ強く押しっけなびら 口金 A ンドルを上に持ち上げる。 

左へ90度回ず。 . \ A 印と r 開く」の 

/ / U . Vi ▽印を合わせる 


•燃規中に鈴'由タンクを取り出ずと、給油時消乂装置 
び作動し 「 U 12 J を表示し消火します。 

•給油タンクを取り出すと封ま、こぼれた油はふき巧る。 
参□をに砂やごみがついたり、入ったりしな 
いようにま意する。（回転が重くなりまず） 
•給油口、口金にさび、変形、回転不良およ 
び破損びないか確認する。 

(0^24 ぺージ r 給油タンクの点巧 J ) 


瓶 

をで欄 ini 

2 給油ずる 

義 



•給油タンクを下図のようにして、 
油星計を見なが5、上限をこえな 
いように給油ずる。 



-給油口 / t 油置計;)\ 



油が入ると 
黒く巧わる y 


た油タンクと つて一 S 


^お油タンク 


〇口ををがめる 


C ハンドル付給油 ロロ 金の締めかた ） 

① A 印と「開く」の ▽£!] ⑤□金八ンドルをにぎり、下へ巧し 
を合わせる。 つけながらちへ90度、とまるま 

X で回し、 A 印と「閉じる」の0印 

V を合わせる。 1 


な縣 5 
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お巧タンクを本体に爵かにもどず 

•給油タンクとってを前を方向に合わせ、本 
巧にセットずる。をち方向は巧まっていまず。 
• 打巧が油受皿に入るまで約1が待って点火ずる。 


□金の周囲に青色の線び出ているのを 
確認する。 



•厶巧と「閉じる」の 0 巧が合っている 
ことを確認ずる。 

• こぼれた巧油はよくふを取る。 

• 口金を下にして、灯迪漏れがないか確認ずる。 
•青色の結が出ていない場合は、をラー度締め 
直してください。 

•納は a 

• 給油□周进び多か黄色くなることび 
ありまずび、異常ではありません。 
•□金が確実に締まってしぶいと、□をか 
ら打油が漏れて义災のおそれびありまず。 


2 


ご使用前の準備 

給油のしかた 

必ず消义してから巧ってくださし、。 


お願い ( NOTICE ) 三 


• 口金八ンドルを利用して給油タンクを持ちはこぶとを、1本では不安定となりますので2本の口金八ン 
ドルを持ってください。 

•給油口が変おしまずと油漏れの原因となりまずので、ぶつけたりしないでください。 

♦給油タンクを落とずと、油が漏れたり、ヶガをすることびありますのでご注意ください。 

• こぼれた巧油はふいてください。 

• 口金の周辺やくぼみに巧油がこぼれた5、巧などでふを取ってください。 

下に向けたとさこぼれます。 

• そのとを、スキマに指を差し込むとケガをしますのでミ主意してください。 



残り燃焼時間表示について 


給油タンクの油がなくなった時表示 


1表'部 

I •SOd 


西!と匿湿表示が点な。ブザーび己秒間鳴り、デジタル 
お部に油切れ消乂までの運乾時間のめやすを表示します。 
30と表示。残り燃焼時間は約30分の意なです 


幽 

t ^ 3 印 


2 表示は30、20のように10分きざみで切り替わってい 
きまず。20のときはブザーが已秒間鳴ります。10に変 
わって油切れ消乂までは10の表示を続けまず。 


3 灯油切れび近づくと、ブザーが5秒間鳴り廣巧]が5秒間点 
お後、点な。国が点滅します。 













巧いに 

点义 • ミ肖义のしかた 

安全のため運転開始後3時間で自動消乂しまず。 



燃焼確認窓から炎のげ態を確認ずる 



正巧燃焼（再色の炎） 

♦ 次のよラな場合は異常ではありません。 

づ黄色の炎が時々まじる。 

与> 弱燃焼時に網の部分びホ<見える。 

異常燃焼（ち义燃焼） 

♦次のよラな場合は異常でず。 

=>大きな黄义が出る（すす発生の原因になりまず) 
づ音やにおいびずる。 

•運輯を止めて、お買い上げの販売店へ連絡して 
<ださい。 


脚■は fea 


お願い （ NOT に E )' 


•点火時、「パチパチ」と音びした0、数回 r カチッ」 •超音波加湿機を使用している部屋では石油 

と音がして、お部屋の照明が一瞬変化ずることがあり 遠ホヒーターを使わないでください。 

まずが、異常ではありません。 ホ褐色のがになったり、か質によっては石油 

♦運乾スイッチを r 切 J にしたが態でも、約 3 W の電力を 遠ホヒーターが故障する原因になりまず。 

消費していまず。 

♦マイナスイオンサインを消したいとき 

運転中にクリーニングボタンを3砂間巧してください。 

再度3秒間巧ずと、点丹しまず。 
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/継続 • \— 

^^長する^ 

部屋の換気をしてか!5 

3時間'! 

m \を押す 


安全のため運乾開始後3時間で自動消乂しまず。 

(消し忘れ消乂裳置により、万一の事故を防ぐため) • 

♦ 運転ランフが消灯します。 3^1 

• 3時間延長ランプが点口します。 

•運転中はいつでも巧したとをから 

3時間運転を継続でをまず。 、レ 心户リ W 、 リ ^ 

• 2 時間補経過したとき flif ) 料益論 

3時間延長ランフび点滅。 巧長 。 U の間 J 


この時にを巧すと、 

消火せずに運転を3時間継続できまず。 

• 自動消火したとを [ M ] を巧ず。 

3時間延長ランプが消な。 

押したときか53時間運転します。 


〇 

Im 

お長 


チャイルド □ ックのしかた S 繳禮就 S 託幾 f 就 n . 


I をピッという音が 

J n 占マ —V- aaJ 


チャイルド□ック 
(〔 U けけ巧し） 


鳴るまで約3秒間巧ず 


運転中でも運括していないときでも、チャイルド□ジクでをまず。 
• デジタル表示部ににりと表示します。 

1 -fr / 

1_ I •い」 


取 D 消ずとさは再度 fW ] をピーといラ音び 
嗚るまで約3秒間巧ず 


嗚るまで約3を 

欄时 a 


デジタル表示部のに己といラ表示が消えます。 


デジタル表示部にに互を表示しているとをはずベての操作ができません。 
•ただし、運乾中は運乾スイッチを「切」にできまず。 

♦チャイルド□ックを取り消さないと、運転スイッチは入りません。 

♦崔源フラグを巧いたり、停醒した場ち、チャイルドロックは取り消されます。 


i 肖乂ずる 


運転 


を巧す 


♦運転ランプが消灯。 

•燃焼び停止し、一旦送風が止まり、再度送風して約3.己分 
後運乾び停止しまず。 

♦運転スイッチを「切」にしてか5マイナスイオンサインが 
しば6 く点滅しまず。 

♦ 遠ホノてネルランフび点口しているげ態で消乂したとさは、 
徐々にランプが消なします。 


消乂 


消火直をに電源プラグをコンセントか6 
巧かないで<ださい。においび出ます。 


5 











使いかた 

暖房モードの切り巧えのしかた 

r 自動」、愼ホ」、 r 温風」の3種類の暖房モードを選べまず。 


巧を被/時_ミ巧分 ホバワイ拓 


□□nr 内 gp 關 /[T 司 !! 円田 □ rn 

■ — ' — ' —I I 國 |1 口し [U J I • ?湿 I—— ILU I——I I 1 



タイマ-邮 


遠ホパワー調節 


1 爾)!結！; 


(運転中は押さな < てよい） 


•運乾ランフ点灯。 


2 S 房トド 
♦巧ず 


を押ず 


巧ずごとに 

「自動い情赤 _ Hr 溫 SLHr 自動」…の 
順に暖房モードび切0換わります。 

■=td H-r] [i ii 


呼 [1] ♦ 励 a ^ i ;- む ■ ■ 
む .] じ ,‘ 古 ,I 肺陌 I 


•「自動」モードにずると 

設定温度に応じて、 r 温風」と「遠赤」の両方の 
モードを自動的に切り換えてま温をコント□ール 
しまず。 

• モードにずると 

遠赤ふ<射と微温風でお部屋を暖めまず。 

•「温風_1モードにずると 

設定温度に応じて r 強 J 〜聞」の運転を自動的 
に行い、室温をコント□—ルしまず。 


♦「自動」ランプ点な。 

♦ 12でから30での範囲で室温調節ができます。 
•ま溫が設定通廚こなるまで「湿風」運転になります。 

設定温度になると愼就運転になりまず。 
•「遠赤」運転中は遠赤パネルランプが点打しまず。 


|「遠赤」ランプと遠ホパワーランプび点'灯。 

I 運転開始後約2分間は「温風」運転になり、 
その後「遠ホ」運転になります。 

遠/赤パワーランプは E ] 、田を押すと、 
r 強」、 r 中」、「弱」の3段階に切り換わりまず。 
E ] を押すと弱くなり、田を押ずと強く 

なりホす。 巧！ I — ~I r —1 


[鬻遇哉 S □特 S 特吕 

□ □ 园 


パネルランプが点な 
しまず。 


r 溫風」ランプ点な。 

12でから3日での範囲で室温調節ができまず。 




|「遠ホ」モードの「強」または「中」に設定され 
ていても室温表示び 3 Crci ； Lh のとをは、「弱」で 
運転します。 

「遠ホ」運転中は上吹出□か5お部屋の空気を循 
環させる微遍風と溫風吹出口から足もとを暖める 
溫風が出ます。 
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r 遠赤」運転しているときは、前面ガードが青く 
なりまずが、遠赤パネルランプび点灯しているた 
めです。 

链ホパネルランプの消費電力は最大で約1 W です） 


使いかた 

ま温調節のしかた 

「自動」または r 温風」モードで室温調節でをます。 


n 直己 01 


没ミ姑/時ま巧 M / が 巧巧ホバヮ- 



タイマー邮 


1 叛!臟 


(運乾中は押さなくてよい） 
運転ランプ点丹。 


2 願モ-ド I を巧し、「自動」 
または r 温風」を選ぶ 

♦ 自動または温風ランプ点好。 

^ または0を押す 

♦押し続けると連続して温度が変わりまず。 
♦ 一度セツトすれば記憶されます。 


•巧 

♦電源プラグをコンセントから抜いたり、停電した 
ときでも暖房モードと設定温度は記憶されていま 
ず。再度セットする必要はありません。 

♦室温の表示は、室巧平均温度のめやすでず。 

設置条件等により必ずしち寒暖計の温度とは一致 
しません。 

♦給油ランプが点！) a しているとき、燃綱ま r 弱 J に 
なじます。 


_室温調節_ 

温度を下げるとき 

g を巧すごとに rc ずつ下がります。 

(例) 

温度を上げるとき， 

田を巧すごとに rc ずつ上びります。 

(例)國>图>国ぃ>>國 

♦押し続けると連続して温度び変わります。 
♦一度セツトすれば記憶されます。 


♦室溫び〇で政下でも「0」が表示されます。 
♦暖かい曰（秋口や春先など）狭い部屋でご使用に 
なる場合、室温が設定温度より上昇ずることがあ 
ります。（暖房負荷が小さいために、弱燃焼でも 
暖めすぎになります）このようなときは eco ボ 
タンを押してください。 


使いかた 

eco 運巧のしかた 

暖めすぎを防止して、節約暖房したいときにご使用ください。 


f 運転^を巧ず 

V 切/入 ノ （運転中は押さなくてよい） 
•運転ランプび点な。 


eco を}甲ず 


• eco ランプび点灯し、 eco 運転を開始 
します。 

•運転スイッチを「切」にしても、一度セツ 
卜すれば記憶されます。 

•取り消ず時は再度ボタンを巧してください£ 


6淵 BlEi 

• eco 運乾中は室温が設定温度より低めに（最大 
2で）表示することがあります。 

•タイマー予約にすると eco ランプは消 I 月しまず 
が、 eco 運転は取 D 消されません。 

•電源プラグをコンセントから抜いたり、停電した 
ときは eco 運転の設定は取り消されまず。 

•設定温度より3で上がると消乂し、設定溫度より 
rc 下がると点火しまず。 

eco ボタンを押ずと、時間に関係なく上記条件 
になると eco 運転になります。 

• r 遠赤」モードのときは eco 運転できません。 


使いかた 
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化レの VC 


タイ 7 —モ約のしかた 

あらかじめお部屋を暖めておさたいとをにご使用<ださい C 


齡 StM 如が/分 


□□白 inai 囚.•國胃旦田 I 己 □ 


運転 

\切从ノ 


/タイマー 
予約時刻の 
、合わせかた/ 


現在の時刻を確認ずる 

(原11ぺージ） 

♦ 現在の時刻を合わせていないとをは 
タイマー予約でをません。 


2 f 運転)を巧す 

(運起中は i 


聲!ソ (運起中は巧をなくてよい） 

>運転ランプび点巧。 

>運転スイッチが「入」になっていないと 
タイマーす約でをません。 


3 を 


を巧ず 


参々イマーうンプ点な 
• デジタル表示部の設定時刻が^点滅。 

巧蛹 

4 bJ または0を押し、 
時間を設定する 

♦ 田を巧すごとに進み、 (3 を巧ずとちどりまず。 
♦ 1回押ずごとに10分ずつをわりまず。 

•押し続けると表示が連続してをわります。 

• 約5秒を運転ランプび消なし、燃焼中の場合 
は自動消乂します。 


お目ざめの時には暖かくなるように、予約 
した時刻より早く（日〜15分前）運乾を開 
始しまず。 

室温が1目む未満のと定はその曰のお部屋の 
溫度によって点乂ずる時刻がをわります。 
室温が1目で 1 U 上のときは予約した時刻に運 
転を開始しまず。 


「時」「分」び点滅している間に合わせて 
ください。 

(例)午前6時30分に予約したいとき 
デジタル表示部の表おを 


らこ3日 に合わせる 


約5秒を自動的にタイマーホ約になじ 
まず。 

タイマー予約時刻の設定だけしたい場合は、 
H を巧してタイマー予約を取り消して 
<ださい。 


お願い （ NCmCE ) 


巧宙したとさや空源プラグを抜いたとさは 
(再巧電を巧拓ランプ点巧） 

デジタル表示部に「1110」び表示されます。 
運転スイッチを「切」にし、手順 rij から 
やりなおしてください。 


• ife 巧や強い衝 g びあつたとを 
*§ 油タンクを巧いたとき（運転ランプ点滅） 
デジタル表示部に 「LM 2」び表示されまず。 

運乾スイッチを入れなおし、タイマーポタンを巧 
して < ださい。 


自動消义させずに 
続けて暖房したいとをは 


f タイマー予約、 

V のしかた ノ 


ま全のため約1時間で 
自動消义しまず。 


1 魚)!總; 


(運転中は押さなくてよし、） 


•運乾ランブが点好。 


2 rn 

タイ 7- 


を押ず 


■ タイマー予約時刻が点滅し、 

^約5秒後「ピピッ」と音び鳴り、 

運転ランプび消打します。 

燃焼中の場合は、自動消义します。 

• 々イマーラ、ノブ点灯- 

♦タイマー予約時刻を表示。 （10 秒間） 

•約1〇抄をに時計表示に切り換わりまず。 

♦ 室温び低いほどあつたかタイマー傑能によ 
つて予約時刻よりも早く運転を開始しまず。 
•ピーピーと1日秒間鳴0、タイマーランプ 
点就 

•運転ランプが消巧。 

参タイマーランフは点滅のまま。 


タイマー運転中 

予約時刻になると自動的に点义 


消乂ずる10分前 


約1時間燃焼し、自動消义 


燃焼中に I タイト] を押ず 


•タイマーポタンを巧して、タイマー運転を 
取り消してください。 

参タイマーランブがミ肖なしまず。 


イ タイマー^ 
予約の取り 
\消しかたノ 


9 

タイ叫 を再度巧ず 

♦タイマーランプ消打。 
•運転ランプ点な。 

約2分を自動点乂しまず。 


♦毎日同じ時刻にお部屋を®めておきたいとき 
運転スイッチを「入」にし、タイマーポタンを押 
ずだけで予約でをまず。 

• タイマー予約をにタイマー予約時刻をを更したい 
ときは運転スイッチを入れなおし、1呂ページの 
手順「31か！5やりなおしてください。 


I タイマーホが]時刻について 
运源ブラグを巧いたり、惇运した場合は現在の時 
刻を設定しなおしてください。タイマー予約時刻 
は一度セットすれば記憶されまずので、予約しな 
おず必要はあ0ません。 












巧いかた 

スピード点义のしかた 

早く点乂したいときにご使用ください。 



0 〇 

□□□ 



就 iff / 時を巧が/せ 

g 國.•画旨日口画□媛) 


1 あ6かじめ 

為^5|を押しておく 

• スピード点乂ランプ点灯。 

♦再度押ずとスピード点义は取り消され 
まず。 

♦スピード点义ボタンを巧してから10 
分経過しないとスピード点乂機能は働 
をません。 

2 (運転）を巧す 

切/入ノ 

♦運乾ランフぴ点巧。 

♦約10秒後 
♦自動点义し、温風がでまず。 


スピード点乂とは 


お出かけ前にあらかじめ（運掠スイッチを 
「入」にずる10分政上前)、スピード点火 
をセットしておけば、が出か5帰ったとき 
すぐに点义でをます。スピード点乂は約 
1日秒で点火できます。（通常点乂は約2分） 
点乂時間を早めるため、運転スイッチび 
「切」でちパーナーを予熱ずるしくみにな 
っていまず。 

そのため平巧100 W の空力を必要としま 
す。 

節窜のためスピード点火を必夏としないと 
をは、取0消してください。 


f •細 laa 


■スピード点乂ポタンを巧してか524時間似内に 
点乂操作しないと、スピード点义は自動的に巧り 
消されまず。 

■下記のことはバーナーをモ熱しているたゆで、異 
常ではありません。 

♦時々、 r カチッ」と音がして、お部屋の照明び 
一瞬変化ずることがあります。 

♦本がが約50でぐらいになりまずが、異常では 
ありません。 

♦ においびずることがあります。 


■里気のむだを防ぐため、次の場合は予熱しないよ 
ラになっています。 

クィマ—ホ約中） 

♦スピード点义ランプは消巧しまずが、スピード 
点乂のセツトは取り消されません。 

♦タイマー予約を取り消してら、スピード点义ラ 
ンプは点灯しまずが、予熱していないためずぐ 
にはスピード点火はしません。 

し燃焼中 J 

♦スピード点义ランフが点巧していまずが、予熱 
していません。 


pn 


巧障かな？ 



修理-サービスを依頼されるまえに次の表に従ってもう一度お確かめください。 
^ ) r 原因（おを装苗) )( 丽方法 


点义ゃ消义のとを 


>巧めて巧用ずるとをや、シー 
スンはじめに使用ずるとを煙 
やにおいが出る。_ 


>点火時、消火時に「カチャ」 
と音がずる。 


r パチパチ」、 r ポッ」音びずる。 


「ピチピチ」音がずる。 


I スピード点乂をセットしたのに 
スピード点义しない。 


►消乂ずる。 1ド、, 

>ランフが正しく牺かない 。 J ‘ 

>点火してら燃巧が弱く、部屋 
が暖まらない。 ^ 

>がのが態びおく、黄乂燃焼やち 
においが出る。 

• 旅焼巧の一部びホくなる。 

>!■コトコト J 音びずる。 

• 「ボコボコ」音がずる。 

. J 

■ ■ 、 

>1■ビチピチ」音ぴずる。 

>1■シュー」音びずる。 li ' 


>室内溫度表おが異常である。 


17イナスイオンサインび点打しない。 I 巧 


> 3時間延長ランプび点巧していませんか？ 
(消しちれ消义装西び作動） 

>坦源ブラグび巧けていませんか？ 

►給油タンクが入っていない 
• チヤイルドロックしていませんか？ 


>油びこぼれたままになっていませんか？ 

' 巧質な油や不純な油を使用していませんか？ 

>給油タンク夏、油受皿に水びたまってい 
ませんか？ 

>運転中や消义直後に電源プラグをコンセ 
ントから巧さませんでしたか？ 


耐蘇塗料やほこりが巧けるためです。 


ノスルを開閉ずる弁の音でず。 


運乾スイッチを入れなおず。 
または3時間を長ボタンを巧す。 


覃源プラグをコンセントに差し 
込む。 


•ヤイルドロックを取り消ず。 


乾いた布で完全にふき取る。 


新しいな油と入れかえる。 


給油タンク受、油受皿の水を巧 
<。 （0^ 吕5、28ぺージ） 


運転中に否おフラグをコンセン 
卜から巧かない。 


異巧ではありません。 



点火放巧や点乂時の着火の音でず。 


点义時、消乂時に金属が伸ぴおみずる音でず。 


>スピード点乂セット中に停空や地漠、強 
い衝尝ぴありませんでしたか？ 

' 点乂する10分な上前にスピード点义をセ 
ットしてありましたか？ 


燃焼しているとを 


•巧源に異巧な雑音が入った。 

♦タールが付着していまず。 

•燃焼*温風を気取入□フィルターがほこ 
0でつまっている。 

•換気す足のためでず。_ 

♦がに熟せ5れるためでず。 _ 

• 巧おポンプが動いている音でず。 _ 

• 燃焼中や消火をに油受皿に打油び流れる 
音でず。 _ 

• 燃焼置び変化した時に金属び伸び縮みす 
る音でず。 _ 

• 気化した巧油が吹き出ず音でず。 

• 油切れになっていませんか？ 

♦室通センサーが直射曰光にあたっていま 
せんか？ 

•本体に逆風があたっていませんか？_ 

• 消巧に設定されていませんか？ 


タイマーホ約しているとを 


運転スイッチを「切」にして、 
スピード点火をセツトしなおす。 


点乂ずる10巧政上前にスピード 
点义をセットしておく。 


更源プラグをコンセントか6巧 

‘ご再化入れ'が。 _ • 

りリーニングずる。 ((1^26 ページリ 

燃巧 • 湿風空気取入ロフィルター 
.を巧除ずる。 _ 

気ずる。 I 


異巧ではありません。 


ホ I 給油ずる。0^13ぺージ） J 

直射日光のあた5ない場所に稼 
動ずる。 _ J 

* I 本巧に逆風びあた5ないよラにする〇] 
|»1設定を解除する。の苗^14ぺージリ 



ijy 上の項目にしたびつて、化ちしても異常がなお S ない巧合は、お貫い上げのお売店までご連括ください。 








































異常のお知 5 せと処置のしかた 


デジタル表示部に自己診断表示び出たら… 

安全装匿び作動ずると、運転ランプび点滅し、自動消火しまず。 

また、デジタル表示部に故障•異常の原因（自己診断表示記号）びアルファベットと数きで表示しまず。 


デジタ J レ表示部 
(自己診断表示） 


原因（巧全装担） 


処坦方法 



臭ちのお知6せと処置のしかた 


デジタル表示部 
(自己診斷表示） 


原因（巧を装苗） 


処ちちま 


い'由受皿にかびたまっていませんか？ 


油受皿の水を抜き取る。 
* (0^=^ 2呂ぺージ） 


5 み ( ' 

f 一•点火ミスまたは、燃焼に異常が発生していませんで主ホ体!^部の点検が'ぶ要でず。 

U J J したか？（点乂巧全装里が作動） r みお買い上げの版荒店へご連絡く 

1 [^ L = L ) ださい。 



H HH 


I 扁滅 



運乾スイッチを入れなおず。 


H ] を卜! 


•点な 



本体巧部の点おが必要でず。 

お房い上げの販売店へご連緒く 
ださい。 


な 


上記の処垣をしてち、繰り返し表示ずるとをや運乾しないとさは、表示巧容を確認して、運転スイッチを 
「切」にし、崔源フラグをコンセントか5抜いて、お買い上げの販売店へご連絡ください。 










































曰常の点巧とお手入れのしかた 
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♦本体が冷えた後、電源プラグを抜いてわ、5巧ってください。 
•要気部品やを全装置は絶巧に分解-謂節しないでください。 


週1回 
な上 


燃焼-活風空気 
取入□フィルター 
の掃除 


ほこりは掃除機で吸い取る。 

燃焼-温風空気取入口 




ヴ掃除機 

取れにくいほこりは巧ブラシなどで落と 
しながら、掃除機で吸い取る。 


お願い 


>口油やな油でめれたほこりは、絶対に掃 
除機で吸わせないで<ださい。 

室温センサーを曲げないよラにま意して 
<ださい。 

• 運乾中は掃除機で燃焼-温風空気取入口 
フイルターの掃除をしないでください。 
異常燃焼を起こしまず。 


1シ—ブ、，に 給油タンク受の掃除 

0^〇151 • 灯油に水やごみび混入 


♦灯油に水やごみび混入 
ずることがありまずの 
で、下記に従って掃除 
をして< ださい。 


給油タンク受を取り出ず 



給油タンク受 


2 給油タンク受の 
ごみや水を取る 


ごみや水を取る 

♦給油タンク受を逆さにし、新間紙 
などの上に置いて取る。 


3 給油タンク受を 

ちとどお0にセットずる 


1力月に 
1回社 


本体-温風吹出□の掃除 

♦ほこりは掃除機で吸い取る。 

♦油や巧れは、家庭用台所洗剤（中性）を薄めたものを 
付けた布でふを、かわいたやわ5かい巧でふき取る。 


前面ガードの掃除 


♦温風吹出口は、ほこりや白い粉がつきを色することがありまずので、家庭 
用台所洗剤（中性）を'巧めたものを付けた巧でふを、かわいたやわ6かい 
布でふを取る。 


[お願い （ NOT に口 


•本体をベンジン-シンナーなどでふかないでください。 


2已 












曰常の点巧とお手入れのしかた 


巧れたり、 

口油び通り 
にく<なった 

'とき - 

給油 フイルターの 交換 

•ミちれたり、巧油び通りにくくなった場合は 
交換してください。 


給油タンク受を取り出し、給油 
フィルターを矢印の方向に巧し 
て給油フイルターをはずず 


給油タンク受 



古い 

給油フイ ルター 




2 


給油タンク受の内側にある突起 
に、新しい給油フィルターの巧 
を差し込む 


給油タンク受 



新しい 

給油フイルター 


お願い （ NOTICE ) 


給油フイルターはおず取 D 巧けてください。 
取り付けないで使用ずると、器具のが障の原因 
になります。 


1シーズンに 
1回社 

ク リーニング（か 5 焼き） 

巧巧を気化させる部品にたまった夕ールを、 

か5焼きずることにより取0除きます。 

次のようなときはクリーニングをしてくださ 
し、。（クリーニングは巧2時間かか0まず） 
•デジタル表示に rui 7 j を表示したとき 
•点义しない、がびかさい、黄乂燃焼になる、 
においが強い 

•シーズンのおね0でおしまいになるとを 
(またはシースンの始め） 

油受皿のな油を完全に巧き取らない 
と空焼きにな5ずクリーニングでき 
ません。 

①フアンヒーターを室がに出す 

•クリーニング中はにおいや煙が出ます。 

⑤給油タンクと給油タンク受を取り出ず 

上ぶた 


油受皿！ \J 

— 給油 
- - i タンク受 


⑤油受皿及び給油タンクの灯油を給ミ由 
ポンプで巧き、巧をきれないときは、 
な油を付属のスポイトで巧く 




④ 給油タンク受、給油タンクを元通りに 

セツトずる 

•上ぶたを閉める。 

應画鋪 の①〜④び接ねつた5、 

次ぺージの ホ へ進んでください。 





① 電源プラグをコンセントに差し込む 

② 運起スイッチが「切」になっているか確認ずる 

•デジタル表示部に ruioj 表示しているときは、運乾スイッチを「切」にしたください。 

♦運乾スイッチが「切」でないと、次の操作ができません。 

⑤ クリーニングボタンを約 3 秒間ピッと音びずるまで押しつづける 

• デジタル表示部にに三)が表示されます。 

④運輯スイッチを r 入 J にずる 

♦運乾ランプび点巧して、デジタル表示部の表示びに团になり、ク U —ニングを開始します。 

⑥ 励 表示が点滅ずるまで放置ずる(約2時間かかりまず） 

♦ デジタル表示部がに国■-に g ■-に国…と変わり、臣固表示び点滅すると、クリーニングは終了です。 

⑥運起スイッチをけのにずる 


クリーニングが終わった5 


f 引き続き使用されるとき(シーズン中) H おしまいになるとき(シーズン終わり） 


①給油タンクに新しいな油を給油して 
本体にセットし、約1分をに遲転ス 
イッチを「乂」にずる 


お願い （ NOT に E )1 


>誤って不良む油を使用したために、クリ 
一ニングするとさ1回で完全に回復しない 
場台は、 2 〜 3 回巧ってください。 

>クリーニングを途中で止めると効果がありま 
せん。 - L 〔 GI - 表示になるまで行ってください。 

，ぃ' I 、 _ 

>上記手順通りに行っても臣表示が出ないと 
きは、お買い上げの販売店にご連絡ください。 


① 電源プラグをコンセントか6巧< 

② な繳ホ、 r 保管のしかた」にしたが 
つて保管ずる 

([1^29 ページ手順间な断 


脚时3 


•クリーニング中に移動したりずると表示が点滅が態にな 
り、運転を停止しまず。運乾スイッチを「切」にし、再度 
手順⑤からやり直して<ださい。 

雜クリーニング中は涅磁ポンプの空巧ち音(ポコポコ)がし、 
を風にな D ますが、異常ではありません。 

♦クリーニング中「カチッ」 r カチッ」と音がして、照明が 
一瞬を化することがありますが、異常ではありません。 
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部品交換について 


隱懸^、親幕!^; f 連驟顯暢觸:離荀曝錢灌 

交換部品は石油遠赤ヒーターをお買い上げの販売店でおホめください。必ず、純正部品 
をお使いください。 

不完全な修理は危険でず。お買い上げの販売店または財団法人日本石油燃焼機器保守協 
会で行ラ技術管理講習含修了者（石油機器技術管理±)などのいる販売店などで修理を 
お受け < ださい。 


消耗-劣化しやずい部品 

♦ 使用期間により交換が必要な部品 
電極 ユニット、 ホエンバン U 、 燃焼筒、 
給油フィルター、電磁ポンプフィルター、 
アース リング 


を質な油、不純打油の使用により装化しやすい 
部品 

給油フィルター、電磁ポンプ、気化器、 

温風吹出口、電磁ポンプフィルター、 

ソレノイド 


別売品 

給油 フイルター 
給油ロロ金 
給油タンク（口金が） 


巧管のしかた 


だ 


油タンクを取り出し、口油を抜き取る 
水、ごみを残さない。（さび、巧あさの原因に） 


給油タンク受の掃除をずる 
♦ 2 已ページの手順「1」とに」のみ'行ラ。 

消义ずるまで燃やし切り、油受皿巧の巧油を 
付属のスボイトで抜き取る 
•水、ごみを残さない。（さび、巧あきの原因に） 
• 急ぐ場合は市販の給油ポンプで油を抜く。 


4 クリー ニン グ（か6焼き）ずる 
(0^26 ページ） 

•バーナーの寿命を延ばし、長くご使用 
いただ < ためでず。 

本体、燃焼•温風ま気取入ロフィルター、 
w ) 温風巧出□を掃除ずる 

(0^2 己ページ） 

6 電源コードを束ね、付属のスポイトとともに 
コードホルダー差し込み巧に是し5^む 

(0^7 ぺージ） 

つ 乾燥した場所に保管ずる 
f •傾けたり、横倒しにしない。 


お手入れ . i •その他 


• 灯油の廃棄 
• 本体の廃棄 


な油の廃棄処分は、灯油をお買いまめになった販売店にご相談ください。 
本体の廃棄処分は、給油タンク、油受皿のな油を巧いてください。 
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曰常の点巧とお手入れのしかた 


^デジタル表示に_ 

fKBl 〜 H 33 J を 



♦このとき白煙び出ることがあります。 


4 1回で点义しなかった場合、 
再び点义操作ずる 


定期点検について 


mm 


長期間ご使用になりまずと機器の点検が必要になります。 

2シーズンに]回程度、シーズン終了後などに、お貢い上ばの販売店または修理資格者【財団法人日本石油 
燃焼機器保守協会 （TEL 03-3499-2928) で巧ラ巧術管理講習鲁修了者（石油機器技術管理±)など】 
のいる販売店などにご相談され、点検依頼されることをおずずめしまず。 
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型式の呼び 

AJ - F 38 A 

種 類 

気化式-強制通気お-強制対流お 

点乂 方式 

高圧放電自動点乂 

使用 燃料 

な油 ( JIS 1号な油） 

暖房出力 

遠赤モード 

r 強」 3.22 kW r 弱」 O.SlkW 

温風モード 

「強」 （ 最大 )3.76 kW r 弱」 0 i 8 1 kW 

燃料消費星 

遠赤モード 

墙」3,22 kW (0.313 L / h ) 巧§」 0.81 kW (0.079 L / h ) 

温風モード 

「強」（最大) 3.76 l<W(a36 已 L/h) 懦」0.81 kW の•日7目 L/h) 

油タンク容星 

7.0 L 

燃焼継続時間 

遠赤モード 

「強」 22.4 時間「弱」 88.6 時間 

溫風モード 

「強」1日.2時間「弱」88.目時間 

電源電圧及び周波数 

AC 100 V 50/60 HZ 

標準 適 室 

(暖房のめやす） 

木 造己•〇〜1目•己 m 2 (3 〜10畳） 

コンクリート己•〇〜21•己 m 2 (3 〜13置） 

定格消費電力 

最大消費電力（点火時） 610 W /610 W 
燃焼時消費電力「遠ホモード」 17 W /19 W 
燃焼時消費電力 r 温風モード」 22 W /22 W 
待機時消費電力 1.0 W /1.0 W 

運転騒音 
(正面戸 

遠ホモード 

「強」38犯「弱」22祀 

溫風モード 

「強」39犯「弱」23服 

1 

安全 装屋 

対震自動消火装置不完防止装置点乂置停電 
安全装置総由睛貨乂装置過熱防止装置消し忘れ消乂装置 

が お 寸法 

高さ4已己 mm X 幅420 mm X 奥行 344 mm (置台を含む） 

質 屋 

12.1 kg 

付属品 

スポイト 


柴騒音の数値は J 旧測定法 （ S 303 1) に基づく測定値でず。 
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日本エーアイ•シー株式含社 本な〒目 75-2462 兵庫尉晒市別所の395番地巧日 790(44)1 025 

* FAX 0790(44)2191 

この商品は巧がでは巧用でをません 。 （FOR USE IN JAPAN ONLY) 


808 : ★★ 
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-ご相談や修理は 

• 故障修理を依頼されるときは 

なの事頃をご連絡ください。 

①故障の状況 
©型式 ( AJ - F 38 A ) 

感製造番号体体ち側面のラベルに記入してあります） 
@お買い上げ年月曰 
⑥おなまえ、おところ、電話番号 

•修理に出ずとを、運搬ずるとをは 

給油タンク、油受皿の灯油を损いて<だをい。 

参お客さまメモ 

アフターサービスのご連絡に便利で ず。 


_故障•修理の際の連絡先 

修理•故障などのアフターサービスについてご不明な点 
はお買い上げ販売店か V 下記へお問い合わせください。 

日本エーアイ•シー巧す含巧お客さます目談室 

函0120 -88- 3090 

受付時間：平日 9 : 00-17 : 00 
(±曜*日曜*祝日-夏季休暇 • 年末年始を除く） 


( お買い上げ年月曰 年 

月 

01 

お買い上げ販売店 



電話 （ ) 

一 


L 担当 


《2シースンに1回程度の定期点検をおすすめします。 


ちりませんか 


長年ご使用の石油遠赤ヒーターの点検を 


• ち巧遠ホヒーターの補度用を能郁をのな有期巧は 
切0 後、 6 年です。 


故障や事故防止のため、スイッチを 
切り、コンセントか5電源プラグを 
ないて販売店に点検-修理をご相談 
<ださい。 


• 油をれがする 

♦白煙び出たり、強いにおいびする 
♦運乾中、異常な音がする 
• 何度を同じエラー表おび出る 
• その他の異常や故障がある 


このよラな 


S 検索してください: 


日 本エーアイシー _ I 采司!>で 検索してくださ t 

www.aladdin-aic.com 


• 性能部品とは、製品の機能を維持するために必要な部品です。 

乾居される場合 ， 

♦乾居のとをなど車で運船する場合は、給油タンクを抜を、油受ざ5の巧油を抜き、横倒しや斜めにしないで 
運搬してください。振動や傾いたときに灯油がもれます。また故障の原因にもなります。 


石油遠赤ヒーターの補修用性能部品の保有期間は製造打切りを、6年です。 


♦保証書の記載内容によりお買し)上げの販売店が修理いたします。その他の詳細はイ呆証書をご覧ください。 
•保証期間が過ぎてか!5の修理については、お買い上げの販売店、または当社にご相談ください。 

お客さまの希望により有料修理いたします。 

この取扱説巧害と本体に表示をれている禁止ま項-を意ま項および®常使用に反して 
使用立れた場合のが障-き规ホ補償いたしません。 

補修部品の保証期間について 


保証期間はお買い上げの曰より1年間でず。 


保証書について 

添付しております保証書は販売店でお渡ししますか5、所定事項の記入および記載内容をご確認のうえ保管してください。 


巧証と アフターサービス 










































